
20220726修正
児童教育専攻 1年次 2年次
DP 副次DP DP文 副次DP DP文

教育原論【幼小中高】 カリキュラム論【小】 教育心理学【幼小】
特別支援教育論【小中高】 教育経営学【小】

発達障害教育総論（心理等） 教育法規
障害者教育総論 知的障害者の心理・生理・病理Ⅰ

知的障害者の心理・生理・病理Ⅱ 視覚障害教育総論（心理等）
肢体不自由者の心理・生理・病理 聴覚障害教育総論（心理等）

病弱者の心理・生理・病理 重複障害教育総論（心理等）

国語 教育方法【小中高】 体育科教育法
算数 社会 特別活動・総合的な学習の時間の指導【小中高】

生活 理科 ICT活用指導論Ⅰ ICT活用指導論Ⅱ
音楽 小学校英語 こどもと英語
図画工作 国語科教育法
家庭 社会科教育法 知的障害教育総論Ⅰ
体育 算数科教育法 知的障害教育総論Ⅱ

理科教育法 肢体不自由教育総論
生活科教育法 病弱教育総論
音楽科教育法 視覚障害教育総論（教育課程等）

図画工作科教育法 聴覚障害教育総論（教育課程等）

家庭科教育法 重複障害教育総論（教育課程等）

小学校英語教育法
道徳教育の理論と実践【小】

発達障害教育総論（教育課程等）

教師力演習 教職論【小】 生徒指導論（進路指導を含む。）【小中高】 教育相談【幼小中高】
教職実践演習

小学校教育実習Ⅰ（事前・事後指導） 児童教育フィールドワークⅠ

小学校教育実習Ⅱ 児童教育フィールドワークⅡ

介護等体験実習

特別支援教育実習Ⅰ（事前・事後指導） 特別支援教育実習Ⅰ（事前・事後指導）

特別支援教育実習Ⅱ

感恩奉仕の精神
大学生活・学修の基本技能

キリスト教領域 キリスト教の精神
教養コア 地域・文化貢献の意欲と技能
一般教養 現代社会で必要な知識と技能
健康・スポーツ 健康・安全に関わる知識と技能

外国語コミュニケーション能力
異文化圏で必要な知識と技能

キャリア教育 職業的自立に必要な知識と技能

＜ツリーの作業ルール＞

・主要DPに各年次で科目を置き、DPと年次に基づいて科目群は構成される

・科目群は次の年次の科目群に⇒を直結させる

・異なるDPの科目群に関係する場合には⇒をDPをまたいで異なるDPの科目群に連結させる

・同じ年次の科目間または科目群間に⇒を連結させない

・各学科専攻での共通教育科目や副専攻科目のツリーにおける位置づけは、上図のとおり共通とする（履修条件や履修方法は別に定められているため、特定科目を表示しない）

共通教育の教育到達目標共通教育科目群

副専攻の教育到達目標
副専攻科目群（履修希望者のみ）

③教育者としての使命・責任
を理解し,児童等の将来や社会
のために,チーム学校の構成員
として他者と協働し,課題の解
決に取り組むことができる。
（「知識・技能」「主体性・
多様性・協働性」）

チーム学校の
構成員として
他者と協働し
て課題を解決
することがで
きる

地域や児童の
実態に合わせ
た適切な指導
を計画するこ
とができる

④多くの実習やボランティア
活動を通して得られた経験を
統合し,地域や児童等の多様な
実態に相応しい指導計画を創
造し,持続可能な社会の担い手
を育成することができる。
（「思考力・判断力・表現
力」「主体性・多様性・協働
性」）

他者との協働
に基づいた持
続可能な社会
の担い手を育
成することが
できる

共通教育の教育到達目標

副専攻の教育到達目標

①教育の基本,学校教育や学習
指導のあり方を理解し,児童等
の多様な教育的ニーズに応じ
た適切な配慮や指導を行うた
めの知識等を身につけ,一人一
人の児童等のよさや可能性を
伸ばすことができる。（「知
識・技能」）

②指導に関する基本的な技能
を身に付けると共に,児童等の
実態を多面的に把握するため
に様々な情報を効果的に活用
するスキルを生かしながら,適
切に児童等を指導することが
できる。（「知識・技能」
「思考力・判断力・表現
力」）

③教育者としての使命・責任
を理解し,児童等の将来や社会
のために,チーム学校の構成員
として他者と協働し,課題の解
決に取り組むことができる。
（「知識・技能」「主体性・
多様性・協働性」）

④多くの実習やボランティア
活動を通して得られた経験を
統合し,地域や児童等の多様な
実態に相応しい指導計画を創
造し,持続可能な社会の担い手
を育成することができる。
（「思考力・判断力・表現
力」「主体性・多様性・協働
性」）

他者との協働
に基づいた持
続可能な社会
の担い手を育
成することが
できる

卒業研究

学校教育や学
習指導に関す
る知識・技能
を修得してい
る

多様な児童等
のニーズに適
切かつ柔軟に
応じる為の知
識・技能を習

学校教育や学
習指導に関す
る知識・技能
を修得してい
る

柔軟かつ効果
的に知識・技
能を教育現場
や指導に活か
すことができ
る

適切な指導の
ために必要な
多様な知識・
技能を修得し
ている

教育者として
の使命・責任
を理解してい
るチーム学校の
構成員として
他者と協働し
て課題を解決
することがで
きる

地域や児童の
実態に合わせ
た適切な指導
を計画するこ
とができる

3年次 4年次

特別研究

①教育の基本,学校教育や学習
指導のあり方を理解し,児童等
の多様な教育的ニーズに応じ
た適切な配慮や指導を行うた
めの知識等を身につけ,一人一
人の児童等のよさや可能性を
伸ばすことができる。（「知
識・技能」）

多様な児童等
のニーズに適
切かつ柔軟に
応じる為の知
識・技能を習

適切な指導の
ために必要な
多様な知識・
技能を修得し
ている

②指導に関する基本的な技能
を身に付けると共に,児童等の
実態を多面的に把握するため
に様々な情報を効果的に活用
するスキルを生かしながら,適
切に児童等を指導することが
できる。（「知識・技能」
「思考力・判断力・表現
力」）

柔軟かつ効果
的に知識・技
能を教育現場
や指導に活か
すことができ
る

教育者として
の使命・責任
を理解してい
る

①教育の基本,学校教育や学習指導のあり方を理解し,児童等
の多様な教育的ニーズに応じた適切な配慮や指導を行うため
の知識等を身につけ,一人一人の児童等のよさや可能性を伸ば
すことができる。（「知識・技能」）

グローバル（異文化体験学
修・外国語）

初年次育領域

②指導に関する基本的な技能を身に付けると共に,児童等の実
態を多面的に把握するために様々な情報を効果的に活用する
スキルを生かしながら,適切に児童等を指導することができ
る。（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」）

③教育者としての使命・責任を理解し,児童等の将来や社会の
ために,チーム学校の構成員として他者と協働し,課題の解決
に取り組むことができる。（「知識・技能」「主体性・多様
性・協働性」）

④多くの実習やボランティア活動を通して得られた経験を統
合し,地域や児童等の多様な実態に相応しい指導計画を創造
し,持続可能な社会の担い手を育成することができる。（「思
考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」）


